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要 旨 
グローバル化につれ、異文化コミュニケーションはますます人々の注目を受
けている。外国語教育はただ言語教育だけではなく、文化素質及び総合素質教
育でもある。これは既に外国語教育者の共通認識となった。文化導入の重要性
を理解したうえで、言語知識の教授とともに、どのように文化要素を外国語教
育に取り込み、学生の異文化コミュニケーション能力を育成するかという問題
をめぐり、数多くの外国語教育者は様々な研究を行った。日本語教育者も同じ
く日本語教育と文化導入に関する研究成果を遂げている。コース標準の改革、
教材の編纂、教師の教授を通し、これらの研究成果を実際の日本語教育活動に
生かしていく。その中で、教材が非常に大切な要素であり、適切な教材を編集
して使うのは教学活動をうまく進めるための保証である。精読が日本語専攻基
礎段階コースの中で一番重要であり、よい精読教材が日本語学習者にとってよ
りよい効果をもたらすことができるための保障である。 
中日間の共同編集による『総合日本語』（2009 年の改訂版）は「普通高等教
育「十一五」国家規画教材」、「北京高等教育精品教材」として出版され、主に
中国国内大学日本語専攻生向けに使われている基礎段階用日本語教材である。
ほかの教材と比べれば、「文化要素に注目する」という点がこの教材の一つの
特徴である。本論は先行研究に基づき、自分の教育経験を結び付け、『総合日
本語』という精読教材における文化要素の導入状況を考査し、福建省４年制大
学３校の日本語専攻において教師と学生を対象にし、この教材における文化要
素の評価をめぐるアンケート調査を行い、「文化導入」の教材においての実践
状況を分析し、不足点に改善提案を提出してみようという要旨である。今まで
の研究はほとんどマクロ、全体的に日本語教育における文化導入について研究
してきたが、本論はミクロ、個別の調査研究成果であり、教材の細かい問題点
を直すことに役立ち、ある程度異文化コミュニケーション外国語教育の研究を
更に発展させるには実践見本と理論基礎を提供する意義があるのではないか
と考えられている。本論は下記のように構成されている。 
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まず、「はじめに」において、日本語教育の需要と中日関係をうまく発展さ
せる需要という背景、今までの外国語教育と文化導入に関する国内外先行研究
を調べたところ、「文化導入」の視点から教材を分析する研究がまだ少ないこ
とがわかり、『総合日本語』という精読教材における文化要素を中心に、「文化
導入」の教材においての実践状況を分析してみようという問題意識を取り出そ
うと思う。 
第一章に、現代日本語教育の要求とアンケート調査で分かる現代大学生の特
徴、二つの方面から日本語教育の基礎段階における文化導入の重要性を検討し、
そのうえに、「精読」の伝統地位の新変化から、大学日本語教育の基礎段階で
行われる「精読」授業の中に「文化」の学習を導入すべきかどうか検討してみ
ようと試みる。 
第二章に、編纂者の文化意識及び知識型文化と交際型文化の分布状況、二面
から『総合日本語』における文化要素の導入状況を考察してみようと思う。 
第三章に、福建省日本語専攻４年制大学３校において教師と学生を対象に、
この教材における文化要素の評価をめぐるアンケート調査を行い、不足点に改
善提案を出してみようと思う。 
結論として、今後、精読教材を編集する際に「日本文化」のとらえ方、「中
国文化」の取り入れ、世界各国の多文化要素の取り込みの三つの面に注意すべ
きではないかと思われている。 
 
キーワード：日本語教育；基礎段階；文化導入；『総合日本語』 
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摘 要 
随着全球一体化的影响，跨文化交际越来越受人们的瞩目。外语教学不仅仅
是语言本身的教学，还肩负着培养学生文化素质和综合素质的任务。这已成为外
语工作者的共识。在认识到文化导入的重要性的基础上，在教授语言知识的同时，
如何将文化元素导入到外语教学中，进而培养学生的跨文化交际能力，很多的外
语教育学者对此进行了大量的研究。同样，日语教育学者也相应地在日语教学与
文化导入方面取得了许多研究成果。这些研究成果诞生之后，势必要通过课程标
准（或称“大纲”）的改革、教材的编写、教师的授课，从而在日语教育的实践
中得到运用。其中，教材是师生在教学活动中的主要依据，选用或编写适当的教
材是搞好教学的根本保证。精读课是日语专业基础阶段核心课程中最为关键的课
程，一本好的精读教材对于日语学习者可以起到“事半功倍”的效果。 作为“普
通高等教育‘十一五’国家及规划教材”和“北京高等教育精品教材”的 《综
合日语》（2009 年修订版）是第一套中日两国从事日语教学与研究的专家学者全
面合作编写的面向大学日语专业基础阶段的主干教材，“关注文化要素”是其较
之以往教材的特点之一。本论文在先行研究的基础上，结合自身的教学经验，并
主要通过对福建省 3 所本科院校的日语专业师生进行问卷调查，分析《综合日语》
这一精读教材对“文化导入”这一研究成果的运用情况，并进一步提出一些修改
建议。以往的研究多是从宏观面总体上研究日语教学的文化导入问题，本论文是
微观上、个案性的调查研究成果，对教材的细节改进方面能起到一定的指导作用，
具有一定的实践意义，可为跨文化外语教学的进一步研究提供实践基础和理论参
考。基本框架如下： 
首先在前言部分，从日语教育发展的要求与中日关系友好发展的背景出发，
通过对目前为止，国内外有关外语教学与文化导入的先行研究的考察，发现从文
化导入的视角对教材进行的研究还很少。因此，想通过对《综合日语》中的文化
元素的导入情况分析，了解“文化导入”在教材中的实践情况。 
 第一章，从目前日语教育的发展要求的变化与现代大学生的特点，两个方面
论述了日语教学的基础阶段进行文化导入的重要性。进而从精读课的传统地位的
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新变化阐述了在精读课中导入文化的必要性。 
 第二章，主要从《综合日语》编者的文化意识以及知识文化、交际文化的分
布情况阐述了该教材中文化元素的导入情况。 
第三章，通过对福建省 3 所本科院校的日语专业师生进行问卷调查，了解他
们对该教材中文化导入情况的评价，进而提出修改建议。 
 作为结论，今后在编写精读教材时，要注意日本文化、中国文化、世界各国
文化的导入。 
 
关 键 词：日语教学 基础阶段 文化导入 《综合日语》 
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はじめに 
 一、研究背景 
21 世紀は異文化コミュニケーションの時代である。異文化コミュニケーシ
ョンとは何かというと、修刚氏（2011）の論点では、「異文化コミュニケーシ
ョンとは、文化的背景、習慣、価値観の異なる複数の国や地域間での意思伝達
のことを指している」。①世界経済がグローバル化しつつある中で、異なった文
化背景を持つ人々が村人のように一緒に生活し、働くようになった。人々は多
文化が日常的となる多様社会の時代に生きざるを得ないゆえに、言語や文化の
問題に端を発した国内紛争や国際紛争がしばしば起きるようになった。その結
果として、国際社会は異言語、異文化の交流や接触に伴う、新たな問題の解決
を容赦なく迫られている。このような変化に従って、日本語教育はほかの外国
語教育と同じく、異文化コミュニケーションを課題とするようになっている。
それと同時に、日本語教育の最終到達目標は、日本語総合運用能力、日本語に
よるコミュニケーション能力、中日文化における理解力を同時に持つ人材を育
成することになってくる。② 
一方、言語は人間の交流を行うための道具として、文化との間に切っても切
れない関係がある。中日両国は一衣帯水の隣国で、長い文化交流の歴史を持ち、
特に日本は中国の伝統文化の影響を深く受けてきたゆえに、文化において似て
いるところが非常に多い。しかし、独自の歴史的要因や地理的環境を持つ日本
は、独特な文化を形成し、物の見方、考え方、生き方、行動様式などで中国と
かなり違っている。そのため、中国人としての我々は日本語を勉強するとき、
母国文化をもとにし、親しんだ自国の民俗文化のもとで形成された思考様式や
価値観や言語習慣などの意味体系で日本語を理解して使ってはならない。必ず
                                                        
①修刚.日本語教育と日本研究---異文化コミュニケーションの立場から[J]. 日語教育与日本学研究----
大学日語教育研究国際研討会論文集（2011）[C].上海：華東理工大学出版社、第 12 頁. 
②修刚.日本語教育と日本研究---異文化コミュニケーションの立場から[J]. 日語教育与日本学研究----
大学日語教育研究国際研討会論文集（2011）[C].上海：華東理工大学出版社、第 12 頁. 
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日本人の国民性や中日文化の相違を理解しつつ、日本人特有の思惟方式によっ
て交際しなければならない。中国人の日本語学習者として、言語の形式、構造
を把握することは必要であるが、言語の中に隠されている社会文化背景を把握
することも重要である。 
このような現状を踏まえ、日本語教育に文化要素を導入すること、いわゆる
「文化導入」は、日本語教育の需要、中日関係をうまく発展させる需要でもあ
ると言えるだろう。 
二、外国語教育と文化導入に関する国内外先行研究 
社会言語学と近代言語学の発展に従い、外国語教育においては、文化導入が
ますます重視されるようになった。今まで、外国語教育における文化導入や異
文化コミュニケーションの育成をめぐって、すでに大きな研究成果をあげてい
る。 
2.1 文化導入という概念 
文化導入( acculturation)は 文化稙入、文化移入とも称される。 海外では
Schumann 氏が 1978 年に初めて提出し、他言語習得の分野に適用する概念であ
る。Schumann 氏は社会心理学の視点から文化導入モデル（acculturationmodel）
を構築した。他言語習得の過程では、最も重要なのは社会要素と個人感情要素
だと指摘し、さらに文化導入のレベルは他言語習得の成敗を決めるという仮説
も提示した。① 
1980 年代、中国学術界は外国語教育における文化要素に注目し始めた。趙
賢洲氏（1989）によって『文化差異と文化導入論略』という論文で「文化導入
現象」という概念が出された。「文化は特許品ではないので、閉じたような形
ではなく、開けている。異なる民族や社会集団における文化には相異があるも
のの、互いに影響し、疎通し、教え伝えることは可能である。これこそは文化
導入現象の一つである。マクロ文化かミクロ文化、物質文化か精神文化、視覚
                                                        
①Schumann，J． H． TheAcculturationModel forSecondLanguageAcquisition． // R．C．Gingras( ed) : Second
－LanguageAcquisition and ForeignLanguage Teaching，Va: Cener for AppliedLinguistics，1978，pp．27－
50. 
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文化か聴覚文化、知識文化か交際文化、その呼び名は以上のどちらかにせよ、
互いに導入することができる。中国に伝わった古代インドの仏教文化や、日本、
朝鮮、ベトナムに伝わった漢字や漢文化、中国に伝えられた西洋のディスコ、
ニューヨークで再現された蘇州庭園、各国で流行している太極拳など、これら
はすべて文化導入現象といえる。…文化相違が客観的に存在する限り、文化導
入もあらゆるところで見受けられる。」① 
陳光磊氏（1992）は文化導入の内包に対して定義した。即ち、文化導入とは
言語構造や規則を教授すると同時に、学習者に言語に含まれた文化要素や従う
べき文化法則を理解し習得させ、そのうえある程度の交際能力に転化すること
によって、その言語集団の交際活動に順調に参加することができるようになる
②。 
窦林娟（2012）の観点によれば、「文化導入とは、言語教育の中で、この言
語の文化背景と文化内容を取り入れ、大学の言語教育を社会文化の中に溶け込
ませ、外国語教育の目標を実現するという教授法である。」③ということ。 
2.2 外国語教育における「文化導入」の研究 
先行研究を調べたところ、外国語教育における「文化導入」の研究はおもに
「文化導入」の段階、原則、内容について論じたものが多いことがわかる。 
林汝昌氏（1996）は外国語教育における文化導入の段階について論じた。文
化導入の段階を三つに分けた。第一段階は目的語の言語構造を教授し、外国語
習得中に理解と使用に影響を及ぼす文化的支障を解除する。そのポイントは語
彙に関する文化要素やテキスト内容に関連する文化背景知識を導入する。第二
段階は系統的に文化知識を導入する。それぞれの本文やテキストの内容に含め
られる文化の枠組みを導き出す。第三段階はより広い範囲での文化知識を導入
する。中には、民族の歴史や哲学においての伝統、即ち、文化の社会モデル及
び価値系統の文化表現を統合し、まとめることも含まれている。④その上に、
林汝昌氏は文化導入は外国語教育の延長と補充であると論じたが、実に文化導
                                                        
①趙賢洲.1989.文化差異與文化導入論略[J].語言教學與研究、第 1期、第 78-79 頁. 
②陳光磊.1992.語言教學中的文化導入[J].北京：語言教學與研究、第 3期、第 28 頁. 
③竇林娟.2012.日語教育中的文化導入研究[D] 山東大學. 
④林汝昌.1996.外語教學的三個層次與文化導入的三個層次[J].上海：外語界、第 4期、第 1-6 頁. 
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入は外国語教育それ自身であるという方が正しいのではないかと考えられる。 
趙賢洲氏（1989）、束定芳氏（1996）、鲍志坤氏（1997）、張安徳氏（2002）
などの研究者たちは一念に文化導入の原則を検討した。外国語教育において文
化導入を行う守るべき原則は総じていえば、以下の通りである。まず、目的語
と母語の相違に注目すべきであること。次に、ある程度の段階性を守るべきで
あること。最後に、質の優先選択と量の程度にも注意すべきであること。 
文化導入の内容は文化導入の核心的な問題である。多くの学者は外国語教育
における文化導入の内容について研究した。趙賢洲氏（1989）は文化導入の内
容を知識文化と交際文化に分けるべきだと主張した。呉国華氏（1993）は文化
の背景知識の性質と役割の角度から、同じように知識文化と交際文化に分けて
いる。さらに、外国語教育においては、交際文化が最も大切であることを論じ
た。陳光磊氏（1992：18）は外国語教育における文化導入の内容を三つの面に
分けた。即ち、語構成文化、語義文化、語用文化である。束定芳氏（1996）は
文化導入の内容を語彙文化と会話文化に分類した。趙愛国氏と姜雅明氏（2003）
はそのうえ、さらに二つを加えた。即ち、語体文化、行動文化である。他に、
劉愛真氏（2001）は文化導入の内容をミクロ文化とマクロ文化に分けている。 
2.3 日本語教育における「文化導入」の研究 
ここ数十年、中国と日本で、日本語教育において、文化を導入することに関
する研究も言語と文化とコミュニケーションの関係などの問題をめぐって行
われている。 
その中で、日本側の代表的なものには、飛田良文（2001）の『異文化接触論
（日本語教育学シリーズ）』、徳川厚子（2002）の『多文化共生のコミュニケー
ション----日本語教育の現場から』、細川英雄（2002）の『ことばと文化を結
ぶ日本語教育』、水島裕雅（2005）の『日本語教育（文化の理解と言葉の教育）』、
太田裕子（2006）の『理論と実践における「異文化間言語学習」の問題』など
がある。 
中国では、于鹏氏、楊微氏（2013）は文化講座、文化見学、文化討論や文化
鑑賞などの教学方法によって文化教学を言語教育のなかに取り込み、学生が中
日文化相違を理解するうえでよりよく日本語を学び、異文化コンミュニケーシ
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